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新鶴田小学校校舎新築等工事 始まる

新鶴田小学校イメージ図

教育用タブレット端末整備物品売買契約を締結
　ＧＩＧＡスクール構想の取組に伴い、町内
全小学校1038台、中学校516台を整備し、令
和３年度から授業等で活用していくものです。

《ＧＩＧＡスクール構想》
　児童生徒に一人１台の学習用パソコンと高速ネ
ットワーク環境などを整備する計画

　鶴田小学校と流水小学校の再編に伴い、新しい校舎の新築工
事請負契約が締結されました。12月17日(木)に建築場所である
鶴田中学校跡地で、新鶴田小学校起工式が行われ、町長、教育
長、議長その他関係者が参列し安全祈願しました。今後は令和
４年４月開校に向けて工事が進められます。

　契約金額　４億6,310万円
　施工業者　末廣・村田・薩摩工務店特定建設工事共同企業体
　契約期間　令和２年11月30日から令和３年11月30日
　
写真：現在の鶴田中学校跡地

町内全学校へ整備されるタブレット（カタログから抜粋）
《ＧＩＧＡとは》
　全ての人が国際舞台と革新的創造の扉を開ける
ことのできる学校にしていこう、という意味

ギ　ガ

　

会　計　名
一般会計

（10号、11号）
特別会計　　　

補正額 補正後の予算総額

※金額は千円単位を四捨五入　

2億3,941万円 175億2,960万円

9万円

 △18万円

3億7,039万円

 37億884万介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療
特別会計　　　

新型コロナウイルス感染症関連補正予算

　第４回(12月)定例会は、12月７日から
12月24日までの会期で行われ、条例制定
２件、条例改正２件及び各会計の補正予
算、指定管理者の指定について審議し、
提案されたすべての議案を可決しました。

国の緊急経済対策等

学校管理費
　ＧＩＧＡスクール構想の実現
に向けた通信環境整備に係る経
費。

事業者支援等（町の緊急経済対策等）

地方交通対策事業費
　乗合タクシー及びコミュニ
ティバスの料金を令和３年３月
まで無料にするための経費。

国の緊急経済対策等事業終了に伴う減額

特別定額給付金給付事業

令和２年度各会計補正予算額

県の緊急経済対策等

介護保険対策事務費
　介護施設への感染防止のため
の装置設置に係る経費。
感染症対策教育支援事業費
　修学旅行で使用する貸切バス
内での感染リスク軽減のためバ
ス増便に係る経費。

町の緊急経済対策等事業終了に伴う減額

元気応援給付金給付事業
さつまの逸品振興事業費
大学生等応援給付金給付事業費

町
議
会
議
員
及
び
町

長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
営
に

関
す
る
条
例
の
制
定

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定

　
指
定
管
理
期
間
を
令
和

３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で
の
５

年
間
と
し
、
下
記
の
公
共

施
設
の
指
定
管
理
を
引
き

続
き
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
議
員
及
び
町

長
の
選
挙
に
お
け
る

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の

設
置
に
関
す
る
条
例

の
制
定

町
税
外
収
入
に
係
る

督
促
手
数
料
及
び
延

滞
金
徴
収
条
例
等
の

一
部
改
正

町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

条
例

・
健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
い
ぬ
ま
き
荘

・
神
子
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
鶴
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
柏
原
地
区
集
会
施
設

・
求
名
交
流
館

・
永
野
交
流
館

・
中
津
川
交
流
館

・
佐
志
交
流
館

・
山
崎
交
流
館

・
平
川
郷

・
宮
之
城
ち
く
り
ん
館

・
郷
土
文
化
保
存
伝
習
館
及
び
ふ
れ
あ
い
広
場

・
つ
る
だ
特
産
品
販
売
所

・
さ
つ
ま
特
産
品
直
売
所

・
薩
摩
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

・
白
男
川
紫
陽
館

・
尾
原
活
性
化
セ
ン
タ
ー

・
紫
尾
森
林
総
合
利
用
施
設
等

・
宮
之
城
伝
統
工
芸
セ
ン
タ
ー

・
永
野
鉄
道
記
念
館

・
う
ま
し
き
里
き
ら
ら
の
楽
校

・
鶴
田
ダ
ム
公
園
及
び
川
内
川
大
鶴
ゆ
う
ゆ
う
館

・
北
薩
広
域
公
園

そ
の
他
の
議
案

57万円

△975万円

415万円 709万円

△2,048万円

　
健
康
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
あ
び

〜
る
館
）
は
、
公

募
に
よ
り
指
定
管

理
者
候
補
者
を
選

定
し
、
明
廣
建
設

株
式
会
社
に
決
定

し
ま
し
た
。

健康ふれあいセンター

上水道事業会計  △19万円 4億1,426万円

11月臨時会
12月定例会 　11月30日に臨時会を開き、条例改正２

件、補正予算２件や契約の締結３件等審
議し、すべての議案を可決しました。

12月定例会

11月臨時会
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委員会審査の中で出された質疑、意見など
の主な事項を掲載しています。

委
員
会
付
託
さ
れ
た
議
案
23
件

【
可
決
】指
定
管
理
者
の
指
定（
22
件
）

【
原
案
可
決
】令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）関
係
分

企
業
立
地
促
進
助
成
金

の
補
助
率
は
県
内
の
他

自
治
体
と
比
較
し
て
ど

う
か
。        【
宮
之
脇
】

答
　
用
地
費
と
造
成
費
の

40
％
と
、
建
物
や
機
械
等

の
設
備
費
は
投
資
金
額
に

よ
っ
て
補
助
率
は
変
わ
る

が
、
投
資
金
額
５
０
０
０

万
円
ま
で
の
15
％
は
高
い

方
で
あ
る
。
し
か
し
、
県

内
で
突
出
し
て
高
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。

求
名
交
流
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定

老
朽
化
等
に
よ
り
解
体

す
る
場
合
の
費
用
負
担

は
。             【
上
囿
】

答
　
現
在
、
解
体
費
用
の

助
成
は
な
い
が
、
各
地
区

か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合

は
、
町
が
負
担
す
る
べ
き

と
考
え
て
お
り
、
所
管
課

で
補
助
要
綱
を
整
理
す
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）関
係
分

コロナ対策を行い販売（つるだ特産品販売所）

全頭検査を実施し、分飼している牛舎（湯田地区）

牛
白
血
病
の
抗
体
検
査

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
が
今
後
の
対
策
は
。

【
森
山
】

答
　
平
成
28
年
度
か
ら
検

査
手
数
料
補
助
を
行
っ
て

い
る
が
、
獣
医
師
不
足
に

よ
り
全
頭
検
査
が
で
き
て

い
な
い
。
今
後
は
、
基
金

の
活
用
や
行
政
と
Ｊ
Ａ
で

連
携
を
と
り
、
簡
易
牛
舎

の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、

陽
性
牛
と
陰
性
牛
を
分
け

た
飼
育
管
理
等
を
行
っ
て

い
く
。
獣
医
師
不
足
に
つ

い
て
は
、
全
頭
検
査
が
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
県
や

国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

６
月
末
か
ら
７
月
上
旬

の
豪
雨
災
害
に
係
る
災

害
復
旧
工
事
の
内
容
は
。

【
三
浦
】

答
　
農
地
と
農
業
用
施
設

１
６
３
件
の
災
害
査
定
が

11
月
27
日
で
終
了
し
た
。

工
事
発
注
を
年
明
け
の
予

定
と
し
、
令
和
３
年
５
月

末
を
完
成
目
標
と
し
て
い

る
。

つ
る
だ
特
産
品
販
売

所
の
指
定
管
理
者
の

指
定

町
内
各
物
産
館
の
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
の
費
用
負

担
は
。
　 

　【
宮
之
脇
】

答
　
町
が
負
担
す
る
べ
き

も
の
と
考
え
て
お
り
、
消

毒
液
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
な
ど
必
要
な
経
費
等
は

担
当
課
に
連
絡
す
る
よ
う

周
知
し
て
い
る
。
　

鶴
田
ダ
ム
公
園
及
び

さ
つ
ま
町
川
内
川
大

鶴
ゆ
う
ゆ
う
館
の
指

定
管
理
者
の
指
定

数
年
前
に
経
理
に
つ
い

て
指
摘
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
の
状
況
は
。

【
岸
良
】

答
　
こ
れ
ま
で
は
実
績
の

算
出
方
法
が
年
度
に
よ
っ

て
異
な
っ
て
い
た
た
め
、

指
摘
後
は
毎
月
税
理
士
が

経
理
の
確
認
や
指
導
を
行

っ
て
い
る
。
　

さ
つ
ま
の
逸
品
振
興
事

業
の
成
果
は
。【
舟
倉
】

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
で
帰
省

で
き
な
い
県
外
の
大
学
生

に
牛
肉
を
贈
り
喜
ん
で
も

ら
え
た
こ
と
、
モ
ニ
タ
ー

登
録
者
に
ふ
る
さ
と
返
礼

品
の
特
産
品
等
を
抽
選
で

贈
る
中
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
て
も
ら
い
返
礼
品
を

充
実
さ
せ
た
こ
と
、
寄
附

の
受
入
れ
を
行
う
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
窓
口
を
増
や

し
た
こ
と
で
寄
附
が
増
加

し
て
き
て
い
る
。

川内川大鶴ゆうゆう館

文教経済

　 今
回
の
改
正
で
町
民
へ

の
影
響
は
。    【
柏
木
】

答
　
給
与
及
び
年
金
所
得

者
の
影
響
は
な
く
、
そ
の

他
の
所
得
者
は
軽
減
対
象

者
が
若
干
増
え
る
。

委
員
会
付
託
さ
れ
た
議
案
11
件

【
原
案
可
決
】条
例
の
制
定（
２
件
）、
条
例
の
一
部
改
正（
２
件
）

【
原
案
可
決
】令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）関
係
分

【
原
案
可
決
】令
和
２
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算（
３
件
）

【
可
決
】指
定
管
理
者
の
指
定（
３
件
）

選
挙
の
結
果
、
供
託
金

の
没
収
点
以
下
の
得
票

の
場
合
、
選
挙
公
営
の

取
扱
い
は
ど
う
な
る
の

か
。    

　    

　【
岩
元
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
公
費
負
担
の
請
求
が

で
き
な
い
た
め
、
す
べ
て

自
己
負
担
と
な
る
。

町
議
会
議
員
及
び
町

長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
営
に

関
す
る
条
例
の
制
定

国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

措
置
者
数
の
動
向
は
。

【
川
口
】

答
　
ほ
の
ぼ
の
苑
は
、
定

員
70
人
に
対
し
、
本
町
の

入
所
者
数
は
62
人
と
な
っ

て
い
る
。
待
機
登
録
者
も

37
人
と
多
く
、
今
後
も
増

加
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）関
係
分

特
別
定
額
給
付
金
給
付

事
業
の
未
申
請
者
数
は
。

 【
上
久
保
】

答
　
未
申
請
者
５
人
、
辞

退
者
８
人
。
町
元
気
応
援

給
付
金
事
業
で
は
、
未
申

請
者
10
人
、
辞
退
者
29
人

と
な
っ
て
い
る
。

児童発達支援センター「クオラバンビーノ」
（令和２年７月轟町へ移転）

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
負
担
金
の
今
後

の
見
込
み
は
。【
田
野
】

答
　
本
町
唯
一
の
支
援
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
が
、
町
直

営
で
実
施
と
な
る
と
経
費

も
か
か
る
こ
と
か
ら
、
毎

年
の
決
算
状
況
等
も
確
認

し
な
が
ら
、
当
分
の
間
は

あ
る
程
度
の
支
援
を
継
続

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
置

場
所
等
の
、
町
民
へ
の

周
知
方
法
は
。【
米
丸
】

答
　
区
公
民
館
長
連
絡
協

議
会
、
町
お
知
ら
せ
版
、

選
挙
広
報
し
ろ
ば
ら
等
で

周
知
し
て
い
く
。

町
議
会
議
員
及
び
町

長
の
選
挙
に
お
け
る

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の

設
置
に
関
す
る
条
例

の
制
定

台
湾
で
開
催
さ
れ
る
県

内
の
特
産
品
や
観
光
情

報
を
発
信
す
る「
鹿
児

島
フ
ェ
ア
」へ
の
出
品

は
。        【
新
改(

幸)

】

答
　
い
も
飴
、
薩
摩
西
郷

梅
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
及
び
香

辛
料（
ひ
ら
め
き
）が
特
産

品
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。

湯
田
地
区
に
あ
る
町
有

地
の
擁
壁
改
修
工
事
の

内
容
は
。     【
上
久
保
】

答
　
町
内
企
業
に
貸
し
付

け
て
い
る
町
有
地
の
擁
壁

が
老
朽
化
に
よ
り
倒
壊
の

お
そ
れ
も
あ
る
た
め
、
石

積
み
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
積
み

に
改
修
し
、
フ
ェ
ン
ス
を

設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。 鹿児島フェアの様子(台湾)

養護老人ホーム「ほのぼの苑」(湯田)

常任委員会審査
委員会審査の中で出された質疑、意見などの主な事項を掲載しています。

総務厚生
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委員会審査の中で出された質疑、意見など
の主な事項を掲載しています。

委
員
会
付
託
さ
れ
た
議
案
23
件

【
可
決
】指
定
管
理
者
の
指
定（
22
件
）

【
原
案
可
決
】令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）関
係
分

企
業
立
地
促
進
助
成
金

の
補
助
率
は
県
内
の
他

自
治
体
と
比
較
し
て
ど

う
か
。        【
宮
之
脇
】

答
　
用
地
費
と
造
成
費
の

40
％
と
、
建
物
や
機
械
等

の
設
備
費
は
投
資
金
額
に

よ
っ
て
補
助
率
は
変
わ
る

が
、
投
資
金
額
５
０
０
０

万
円
ま
で
の
15
％
は
高
い

方
で
あ
る
。
し
か
し
、
県

内
で
突
出
し
て
高
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。

求
名
交
流
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定

老
朽
化
等
に
よ
り
解
体

す
る
場
合
の
費
用
負
担

は
。             【
上
囿
】

答
　
現
在
、
解
体
費
用
の

助
成
は
な
い
が
、
各
地
区

か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合

は
、
町
が
負
担
す
る
べ
き

と
考
え
て
お
り
、
所
管
課

で
補
助
要
綱
を
整
理
す
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）関
係
分

コロナ対策を行い販売（つるだ特産品販売所）

全頭検査を実施し、分飼している牛舎（湯田地区）

牛
白
血
病
の
抗
体
検
査

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
が
今
後
の
対
策
は
。

【
森
山
】

答
　
平
成
28
年
度
か
ら
検

査
手
数
料
補
助
を
行
っ
て

い
る
が
、
獣
医
師
不
足
に

よ
り
全
頭
検
査
が
で
き
て

い
な
い
。
今
後
は
、
基
金

の
活
用
や
行
政
と
Ｊ
Ａ
で

連
携
を
と
り
、
簡
易
牛
舎

の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、

陽
性
牛
と
陰
性
牛
を
分
け

た
飼
育
管
理
等
を
行
っ
て

い
く
。
獣
医
師
不
足
に
つ

い
て
は
、
全
頭
検
査
が
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
県
や

国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

６
月
末
か
ら
７
月
上
旬

の
豪
雨
災
害
に
係
る
災

害
復
旧
工
事
の
内
容
は
。

【
三
浦
】

答
　
農
地
と
農
業
用
施
設

１
６
３
件
の
災
害
査
定
が

11
月
27
日
で
終
了
し
た
。

工
事
発
注
を
年
明
け
の
予

定
と
し
、
令
和
３
年
５
月

末
を
完
成
目
標
と
し
て
い

る
。

つ
る
だ
特
産
品
販
売

所
の
指
定
管
理
者
の

指
定

町
内
各
物
産
館
の
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
の
費
用
負

担
は
。
　 

　【
宮
之
脇
】

答
　
町
が
負
担
す
る
べ
き

も
の
と
考
え
て
お
り
、
消

毒
液
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
な
ど
必
要
な
経
費
等
は

担
当
課
に
連
絡
す
る
よ
う

周
知
し
て
い
る
。
　

鶴
田
ダ
ム
公
園
及
び

さ
つ
ま
町
川
内
川
大

鶴
ゆ
う
ゆ
う
館
の
指

定
管
理
者
の
指
定

数
年
前
に
経
理
に
つ
い

て
指
摘
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
の
状
況
は
。

【
岸
良
】

答
　
こ
れ
ま
で
は
実
績
の

算
出
方
法
が
年
度
に
よ
っ

て
異
な
っ
て
い
た
た
め
、

指
摘
後
は
毎
月
税
理
士
が

経
理
の
確
認
や
指
導
を
行

っ
て
い
る
。
　

さ
つ
ま
の
逸
品
振
興
事

業
の
成
果
は
。【
舟
倉
】

答
　
新
型
コ
ロ
ナ
で
帰
省

で
き
な
い
県
外
の
大
学
生

に
牛
肉
を
贈
り
喜
ん
で
も

ら
え
た
こ
と
、
モ
ニ
タ
ー

登
録
者
に
ふ
る
さ
と
返
礼

品
の
特
産
品
等
を
抽
選
で

贈
る
中
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
て
も
ら
い
返
礼
品
を

充
実
さ
せ
た
こ
と
、
寄
附

の
受
入
れ
を
行
う
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
窓
口
を
増
や

し
た
こ
と
で
寄
附
が
増
加

し
て
き
て
い
る
。

川内川大鶴ゆうゆう館

文教経済
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問
　
子
ど
も
支
援
課
を

　
　
設
置
し
て
少
子
化
対

策
に
努
め
て
き
た
が
、
令

和
元
年
の
出
生
は
１
３
０

人
で
あ
る
。
今
後
の
出
生

者
数
を
増
や
す
た
め
に
具

体
的
な
施
策
を
問
う
。　上囿　一行 議員

◆
要
請
◆

　
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て

る
お
母
さ
ん
に
出
生
祝
金

と
し
て
、
例
え
ば
第
一
子

に
50
万
円
、
第
二
子
に
75

万
円
、
第
三
子
以
降
１
０

０
万
円
と
い
っ
た
褒
賞
制

度
の
一
考
を
要
請
す
る
。

問
　
町
内
の
事
業
者
が

　
　
求
人
募
集
を
し
て
い

る
が
応
募
者
が
な
く
、
外

国
人
就
労
者
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
る
か
。

実
習
生
が
居
住
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
住
み
や
す
い

環
境
づ
く
り
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
母
国
語
で
書
い
た
ゴ

ミ
出
し
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
等
多
く
の
対
策
を

と
っ
て
き
た
。
町
内
に
管

理
団
体
等
が
で
き
、
窓
口

と
な
れ
ば
町
と
し
て
支
援

も
考
え
ら
れ
る
。

町が配布したベトナム語のごみ分別表で確認する外国人就労者

産後ケア事業でのベビーマッサージ
（宮之城出張助産所）

答
　
私
の
３
期
目
の
マ

　
　
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
一
番

目
に
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
産
み
育
て
や
す

い
環
境
の
町
を
掲
げ
、
子

ど
も
支
援
課
の
設
置
を
始

め
多
く
の
事
業
を
進
め
て

い
る
。
令
和
２
年
11
月
末

現
在
、
88
名
の
出
生
と
な

り
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
は
宿
泊
型
の
産
後
ケ

ア
事
業
の
充
実
と
子
ど
も

館
設
置
の
検
討
を
す
る
。

◆
検
討
を
要
請
◆

　
企
業
、
介
護
施
設
の
事

業
者
は
人
材
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
。
役
場
に
窓
口

を
置
き
受
入
れ
の
相
談
等

進
め
ら
れ
な
い
か
、
受
入

方
法
や
環
境
整
備
が
必
要

で
、
外
国
人
就
労
者
も
日

本
人
と
変
わ
ら
ず
国
の
交

付
税
措
置
も
あ
る
。
ま
た
、

商
店
街
も
利
用
し
て
も
ら

っ
て
経
済
効
果
も
大
き
い

と
考
え
る
。
12
月
３
日
の

南
日
本
新
聞
掲
載
の
記
事

で
鹿
児
島
県
内
で
２
０
３

０
年
に
は
10
万
人
の
人
手

不
足
が
見
込
ま
れ
る
。
役

場
内
に
相
談
窓
口
を
設
置

す
る
こ
と
を
検
討
さ
れ
た

い
。

答
　
現
在
町
内
で
は
、

　
　
約
４
０
０
人
の
技
能

乳幼児健診の様子

少子化対策は

町長／宿泊型事業の充実

子
育
て
支
援

町
長
／
受
入
れ
窓
口
に
は
支
援
す
る

外国人就労

外
国
人
就
労
者
の
対
策
は

　

岸良　光廣 議員

地域を守る消防団（平成31年出初式の様子）

問
　
２
０
４
５
年
１
万

　
　
５
０
０
０
人
を
キ
ー

プ
す
る
と
説
明
さ
れ
て
き

た
が
、
現
状
を
見
る
と
10

年
後
本
町
の
人
口
は
１
万

５
０
０
０
人
前
後
と
な
る
。

今
後
の
役
場
職
員
数
ま
た

は
関
係
団
体
等
の
職
員
数

な
ど
の
計
画
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　 

確
か
に
本
町
の
人

　
　
口
減
に
は
危
機
感
を

も
っ
て
い
る
。
一
年
間
４

０
０
人
か
ら
５
０
０
人
の

減
に
な
っ
て
お
り
来
年
３

月
ま
で
に
今
後
の
計
画
の

見
直
し
を
行
い
た
い
。
令

和
２
年
12
月
１
日
推
計
人

口
２
万
１
７
３
名
、
日
本

人
１
万
９
７
６
０
名
、
外

国
人
４
１
３
名
で
あ
る
。

町
の
人
口
減
少
対
策
は

町
長
／
強
い
危
機
感
が
あ
る

さつま町の将来推計人口（出典：国立社会保障・人口問題研究所）

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
関
係
の
記
事
は
、
各
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
原
稿
を
基
に
、
質
問
議
員
の
責
任
に
お
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

消防団員の必要性は

町長／消防団の役割は重要

行
政
改
革

住
宅
用
地
情
報
は
適
正
か

町
長
／
説
明
不
足
も
あ
っ
た

問
　
消
防
団
員
の
身
分

　
　
補
償
に
つ
い
て
、
報

酬
が
県
内
の
平
均
を
下
回

っ
て
い
る
の
で
見
直
し
、

消
防
団
の
運
営
費
が
ひ
っ

迫
し
て
い
る
の
で
行
政
の

補
助
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
消
防
団
員
の
保
険

の
補
償
内
容
を
再
度
明
確

に
し
て
き
め
細
や
か
な
説

明
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答
　
消
防
団
員
の
役
割

　
　
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
団
員

の
報
酬
や
消
防
団
の
運
営

費
、
団
員
の
保
険
の
補
償

内
容
な
ど
に
つ
い
て
も
今

後
必
要
な
見
直
し
を
適
切

に
行
っ
て
い
き
た
い
。
消

防
団
が
活
動
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
る
。

問
　
町
と
開
発
公
社

　
　
が
販
売
す
る
住
宅
用

地
情
報
を
購
入
者
へ
適
切

に
伝
え
て
い
る
か
。

答
　
初
期
の
問
合
せ
か

　
　
ら
区
画
の
決
定
に
至

る
ま
で
は
、
ほ
ぼ
購
入
者

と
建
築
会
社
で
打
合
せ
さ

れ
て
お
り
、
住
宅
用
地
の

売
買
契
約
の
時
点
で
購
入

者
と
会
う
状
況
で
あ
る
。

町
か
ら
建
築
会
社
に
住
宅

用
地
の
説
明
を
し
た
内
容

が
購
入
者
に
伝
わ
っ
て
い

る
も
の
と
捉
え
て
い
た
た

め
、
こ
れ
ま
で
購
入
者
へ

の
直
接
的
な
説
明
は
し
て

い
な
か
っ
た
。

【
問
題
点
の
解
決
】　
　
　

　
杭
基
礎
費
用
に
つ
い
て

は
行
政
で
全
額
負
担
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
。
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問
　
子
ど
も
支
援
課
を

　
　
設
置
し
て
少
子
化
対

策
に
努
め
て
き
た
が
、
令

和
元
年
の
出
生
は
１
３
０

人
で
あ
る
。
今
後
の
出
生

者
数
を
増
や
す
た
め
に
具

体
的
な
施
策
を
問
う
。　上囿　一行 議員

◆
要
請
◆

　
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て

る
お
母
さ
ん
に
出
生
祝
金

と
し
て
、
例
え
ば
第
一
子

に
50
万
円
、
第
二
子
に
75

万
円
、
第
三
子
以
降
１
０

０
万
円
と
い
っ
た
褒
賞
制

度
の
一
考
を
要
請
す
る
。

問
　
町
内
の
事
業
者
が

　
　
求
人
募
集
を
し
て
い

る
が
応
募
者
が
な
く
、
外

国
人
就
労
者
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
る
か
。

実
習
生
が
居
住
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
住
み
や
す
い

環
境
づ
く
り
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
母
国
語
で
書
い
た
ゴ

ミ
出
し
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
等
多
く
の
対
策
を

と
っ
て
き
た
。
町
内
に
管

理
団
体
等
が
で
き
、
窓
口

と
な
れ
ば
町
と
し
て
支
援

も
考
え
ら
れ
る
。

町が配布したベトナム語のごみ分別表で確認する外国人就労者

産後ケア事業でのベビーマッサージ
（宮之城出張助産所）

答
　
私
の
３
期
目
の
マ

　
　
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
一
番

目
に
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
産
み
育
て
や
す

い
環
境
の
町
を
掲
げ
、
子

ど
も
支
援
課
の
設
置
を
始

め
多
く
の
事
業
を
進
め
て

い
る
。
令
和
２
年
11
月
末

現
在
、
88
名
の
出
生
と
な

り
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
は
宿
泊
型
の
産
後
ケ

ア
事
業
の
充
実
と
子
ど
も

館
設
置
の
検
討
を
す
る
。

◆
検
討
を
要
請
◆

　
企
業
、
介
護
施
設
の
事

業
者
は
人
材
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
。
役
場
に
窓
口

を
置
き
受
入
れ
の
相
談
等

進
め
ら
れ
な
い
か
、
受
入

方
法
や
環
境
整
備
が
必
要

で
、
外
国
人
就
労
者
も
日

本
人
と
変
わ
ら
ず
国
の
交

付
税
措
置
も
あ
る
。
ま
た
、

商
店
街
も
利
用
し
て
も
ら

っ
て
経
済
効
果
も
大
き
い

と
考
え
る
。
12
月
３
日
の

南
日
本
新
聞
掲
載
の
記
事

で
鹿
児
島
県
内
で
２
０
３

０
年
に
は
10
万
人
の
人
手

不
足
が
見
込
ま
れ
る
。
役

場
内
に
相
談
窓
口
を
設
置

す
る
こ
と
を
検
討
さ
れ
た

い
。

答
　
現
在
町
内
で
は
、

　
　
約
４
０
０
人
の
技
能

乳幼児健診の様子

少子化対策は

町長／宿泊型事業の充実

子
育
て
支
援

町
長
／
受
入
れ
窓
口
に
は
支
援
す
る

外国人就労

外
国
人
就
労
者
の
対
策
は

　

岸良　光廣 議員

地域を守る消防団（平成31年出初式の様子）

問
　
２
０
４
５
年
１
万

　
　
５
０
０
０
人
を
キ
ー

プ
す
る
と
説
明
さ
れ
て
き

た
が
、
現
状
を
見
る
と
10

年
後
本
町
の
人
口
は
１
万

５
０
０
０
人
前
後
と
な
る
。

今
後
の
役
場
職
員
数
ま
た

は
関
係
団
体
等
の
職
員
数

な
ど
の
計
画
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　 

確
か
に
本
町
の
人

　
　
口
減
に
は
危
機
感
を

も
っ
て
い
る
。
一
年
間
４

０
０
人
か
ら
５
０
０
人
の

減
に
な
っ
て
お
り
来
年
３

月
ま
で
に
今
後
の
計
画
の

見
直
し
を
行
い
た
い
。
令

和
２
年
12
月
１
日
推
計
人

口
２
万
１
７
３
名
、
日
本

人
１
万
９
７
６
０
名
、
外

国
人
４
１
３
名
で
あ
る
。

町
の
人
口
減
少
対
策
は

町
長
／
強
い
危
機
感
が
あ
る

さつま町の将来推計人口（出典：国立社会保障・人口問題研究所）

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
関
係
の
記
事
は
、
各
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
原
稿
を
基
に
、
質
問
議
員
の
責
任
に
お
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

消防団員の必要性は

町長／消防団の役割は重要

行
政
改
革

住
宅
用
地
情
報
は
適
正
か

町
長
／
説
明
不
足
も
あ
っ
た

問
　
消
防
団
員
の
身
分

　
　
補
償
に
つ
い
て
、
報

酬
が
県
内
の
平
均
を
下
回

っ
て
い
る
の
で
見
直
し
、

消
防
団
の
運
営
費
が
ひ
っ

迫
し
て
い
る
の
で
行
政
の

補
助
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
消
防
団
員
の
保
険

の
補
償
内
容
を
再
度
明
確

に
し
て
き
め
細
や
か
な
説

明
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答
　
消
防
団
員
の
役
割

　
　
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
団
員

の
報
酬
や
消
防
団
の
運
営

費
、
団
員
の
保
険
の
補
償

内
容
な
ど
に
つ
い
て
も
今

後
必
要
な
見
直
し
を
適
切

に
行
っ
て
い
き
た
い
。
消

防
団
が
活
動
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
る
。

問
　
町
と
開
発
公
社

　
　
が
販
売
す
る
住
宅
用

地
情
報
を
購
入
者
へ
適
切

に
伝
え
て
い
る
か
。

答
　
初
期
の
問
合
せ
か

　
　
ら
区
画
の
決
定
に
至

る
ま
で
は
、
ほ
ぼ
購
入
者

と
建
築
会
社
で
打
合
せ
さ

れ
て
お
り
、
住
宅
用
地
の

売
買
契
約
の
時
点
で
購
入

者
と
会
う
状
況
で
あ
る
。

町
か
ら
建
築
会
社
に
住
宅

用
地
の
説
明
を
し
た
内
容

が
購
入
者
に
伝
わ
っ
て
い

る
も
の
と
捉
え
て
い
た
た

め
、
こ
れ
ま
で
購
入
者
へ

の
直
接
的
な
説
明
は
し
て

い
な
か
っ
た
。

【
問
題
点
の
解
決
】　
　
　

　
杭
基
礎
費
用
に
つ
い
て

は
行
政
で
全
額
負
担
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
。
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　川口　憲男 議員

問
　
児
童
虐
待
等
が
増

　
　
加
傾
向
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
教
育
委
員
会

と
子
ど
も
支
援
課
で
共
通

問
題
と
し
て
の
取
組
状
況

は
。

跡地に資料館の設置は
教育長／総合的に検討し、判断する

共
有
を
随
時
行
い
、
虐
待

が
疑
わ
れ
る
場
合
、
連
携

し
迅
速
に
対
応
に
努
め
て

い
る
。
関
係
機
関
で
構
成

す
る
町
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
に
お
い
て
、

児
童
虐
待
防
止
に
向
け
た

通
報
、
連
携
体
制
の
更
な

る
強
化
を
図
っ
て
い
く
。児童虐待防止ポスター

無償譲渡された備品

跡地活用が期待される（柊野小学校）

答
　
各
学
校
と
連
携
し

　
　
て
早
期
発
見
に
努
め
、

子
ど
も
支
援
課
と
の
情
報

学校備品の管理状況は

教育長／段階を踏まえ処分している

備
品
管
理

教
育
長
／
協
議
会
で
対
応

児童虐待

い
じ
め
や
児
童
虐
待
へ
の
対
応
は

問
　
閉
校
と
な
っ
た
小

　
　
中
学
校
の
備
品
や
寄

贈
絵
画
等
の
管
理
状
況
は

万
全
か
。
前
回
質
問
し
た

時
は
引
き
続
き
展
示
や
保

管
に
努
め
、
展
示
品
の
定

期
的
な
点
検
や
清
掃
、
燻

蒸
処
理
な
ど
、
適
切
な
管

理
保
全
に
努
め
る
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
が
、
現
状
は
。

答
　
優
先
的
に
再
編
校

　
　
へ
移
管
し
、
次
に
そ

れ
以
外
の
小
・
中
学
校
へ
、

そ
の
後
、
役
場
等
の
公
共

施
設
並
び
に
地
元
公
民
館

へ
無
償
譲
渡
す
る
な
ど
処

分
し
て
い
る
。
保
管
に
つ

い
て
は
、
あ
る
程
度
１
か

所
に
整
理
を
し
た
い
。
ま

た
、
展
示
等
を
し
て
い
た

場
所
に
そ
の
ま
ま
保
管
さ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
閉
校
し
た
学
校
跡

　
　
地
を
活
用
し
、
各
学

校
の
歴
史
資
料
等
を
管
理
、

展
示
す
る
資
料
館
や
歴
史

館
の
設
置
の
考
え
は
な
い

か
。

に
一
元
管
理
す
る
方
法
や

地
域
若
し
く
は
学
校
に
残

す
こ
と
で
そ
の
場
所
を
懐

か
し
む
考
え
も
あ
る
。
町

に
学
校
跡
地
等
利
用
検
討

委
員
会
も
あ
り
、
地
域
の

意
向
を
踏
ま
え
情
報
収
集

を
行
い
、
総
合
的
に
検
討

し
判
断
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
。

答
　
跡
地
活
用
は
、
地

　
　
域
の
考
え
や
意
向
を

尊
重
す
る
。
一
つ
の
場
所

　

問
　
人
口
減
少
の
中
、

　
　
町
の
活
性
化
の
た
め

に
は
企
業
誘
致
が
必
要
で

あ
る
。
町
長
は
、
就
任
当

初
か
ら
企
業
訪
問
を
行
う

な
ど
企
業
誘
致
に
力
を
入

れ
て
来
ら
れ
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
企
業
誘
致
活
動
に

お
け
る
成
果
と
そ
の
課
題

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。

　田野　光彦 議員

転
や
規
模
拡
張
が
14
社
、

立
地
協
定
の
件
数
で
は
31

件
で
あ
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
高
速

通
信
網
の
未
整
備
が
あ
る

が
、
令
和
４
年
４
月
に
は

共
用
開
始
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

問
　
有
害
鳥
獣
対
策
の

　
　
一
つ
に
防
護
柵
等
の

設
置
が
あ
る
が
、
実
施
す

る
農
家
や
各
地
区
に
対
す

る
補
助
の
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
防
護
柵
等
以
外

に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
い
く
考
え
か
。

問
　
有
害
鳥
獣
対
策
は

　
　
何
回
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
各
地
区
か

ら
の
被
害
と
捕
獲
対
策
へ

の
要
望
が
依
然
と
し
て
強

い
。
被
害
の
状
況
と
捕
獲

の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
捕
獲
し
た
有
害

鳥
獣
の
処
分
の
実
態
は
ど

う
か
。

防護柵等以外の対策は
町長／個体数調整に努める

捕獲用わなで捕獲したイノシシ

令和２年に立地協定を締結した有限会社谷口商店

答
　
電
気
柵
等
の
設
置

　
　
事
業
費
の
３
分
の
１

を
補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
の
交
付
金
に
よ
る
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
等
の
設

置
は
27
地
区
で
整
備
し
て

い
る
。
寄
せ
付
け
な
い
・

侵
入
を
防
止
す
る
対
策
を

推
進
し
な
が
ら
、
個
体
数

調
整(

捕
獲)

に
取
り
組
ん

で
い
く
。

答
　
被
害
は
気
候
等
の

　
　
変
動
で
変
化
が
あ
る
。

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る

被
害
が
約
８
割
で
あ
る
。

捕
獲
は
令
和
元
年
度
分

で
イ
ノ
シ
シ
が
１
２
１
９

頭
、
シ
カ
が
２
３
９
７
頭

で
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数

が
増
加
し
て
い
る
。
イ
ノ

シ
シ
・
シ
カ
に
つ
い
て
は

通
年
で
の
捕
獲
指
示
を
し

て
い
る
。
捕
獲
後
の
処
分

は
埋
設
処
理
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。

答
　
町
の
活
性
化
に
は

　
　
不
可
欠
と
思
い
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

成
果
と
し
て
12
年
間
で
新

規
５
社
、
町
内
企
業
の
移

さらなる有害鳥獣対策は

町長／通年捕獲に努める

鳥
獣
対
策

町
長
／
今
後
も
企
業
誘
致
に
努
め
る

企業誘致

企
業
誘
致
の
成
果
は
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　川口　憲男 議員

問
　
児
童
虐
待
等
が
増

　
　
加
傾
向
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
教
育
委
員
会

と
子
ど
も
支
援
課
で
共
通

問
題
と
し
て
の
取
組
状
況

は
。

跡地に資料館の設置は
教育長／総合的に検討し、判断する

共
有
を
随
時
行
い
、
虐
待

が
疑
わ
れ
る
場
合
、
連
携

し
迅
速
に
対
応
に
努
め
て

い
る
。
関
係
機
関
で
構
成

す
る
町
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
に
お
い
て
、

児
童
虐
待
防
止
に
向
け
た

通
報
、
連
携
体
制
の
更
な

る
強
化
を
図
っ
て
い
く
。児童虐待防止ポスター

無償譲渡された備品

跡地活用が期待される（柊野小学校）

答
　
各
学
校
と
連
携
し

　
　
て
早
期
発
見
に
努
め
、

子
ど
も
支
援
課
と
の
情
報

学校備品の管理状況は

教育長／段階を踏まえ処分している

備
品
管
理

教
育
長
／
協
議
会
で
対
応

児童虐待

い
じ
め
や
児
童
虐
待
へ
の
対
応
は

問
　
閉
校
と
な
っ
た
小

　
　
中
学
校
の
備
品
や
寄

贈
絵
画
等
の
管
理
状
況
は

万
全
か
。
前
回
質
問
し
た

時
は
引
き
続
き
展
示
や
保

管
に
努
め
、
展
示
品
の
定

期
的
な
点
検
や
清
掃
、
燻

蒸
処
理
な
ど
、
適
切
な
管

理
保
全
に
努
め
る
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
が
、
現
状
は
。

答
　
優
先
的
に
再
編
校

　
　
へ
移
管
し
、
次
に
そ

れ
以
外
の
小
・
中
学
校
へ
、

そ
の
後
、
役
場
等
の
公
共

施
設
並
び
に
地
元
公
民
館

へ
無
償
譲
渡
す
る
な
ど
処

分
し
て
い
る
。
保
管
に
つ

い
て
は
、
あ
る
程
度
１
か

所
に
整
理
を
し
た
い
。
ま

た
、
展
示
等
を
し
て
い
た

場
所
に
そ
の
ま
ま
保
管
さ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
閉
校
し
た
学
校
跡

　
　
地
を
活
用
し
、
各
学

校
の
歴
史
資
料
等
を
管
理
、

展
示
す
る
資
料
館
や
歴
史

館
の
設
置
の
考
え
は
な
い

か
。

に
一
元
管
理
す
る
方
法
や

地
域
若
し
く
は
学
校
に
残

す
こ
と
で
そ
の
場
所
を
懐

か
し
む
考
え
も
あ
る
。
町

に
学
校
跡
地
等
利
用
検
討

委
員
会
も
あ
り
、
地
域
の

意
向
を
踏
ま
え
情
報
収
集

を
行
い
、
総
合
的
に
検
討

し
判
断
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
。

答
　
跡
地
活
用
は
、
地

　
　
域
の
考
え
や
意
向
を

尊
重
す
る
。
一
つ
の
場
所

　

問
　
人
口
減
少
の
中
、

　
　
町
の
活
性
化
の
た
め

に
は
企
業
誘
致
が
必
要
で

あ
る
。
町
長
は
、
就
任
当

初
か
ら
企
業
訪
問
を
行
う

な
ど
企
業
誘
致
に
力
を
入

れ
て
来
ら
れ
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
企
業
誘
致
活
動
に

お
け
る
成
果
と
そ
の
課
題

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。

　田野　光彦 議員

転
や
規
模
拡
張
が
14
社
、

立
地
協
定
の
件
数
で
は
31

件
で
あ
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
高
速

通
信
網
の
未
整
備
が
あ
る

が
、
令
和
４
年
４
月
に
は

共
用
開
始
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

問
　
有
害
鳥
獣
対
策
の

　
　
一
つ
に
防
護
柵
等
の

設
置
が
あ
る
が
、
実
施
す

る
農
家
や
各
地
区
に
対
す

る
補
助
の
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
防
護
柵
等
以
外

に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
い
く
考
え
か
。

問
　
有
害
鳥
獣
対
策
は

　
　
何
回
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
各
地
区
か

ら
の
被
害
と
捕
獲
対
策
へ

の
要
望
が
依
然
と
し
て
強

い
。
被
害
の
状
況
と
捕
獲

の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
捕
獲
し
た
有
害

鳥
獣
の
処
分
の
実
態
は
ど

う
か
。

防護柵等以外の対策は
町長／個体数調整に努める

捕獲用わなで捕獲したイノシシ

令和２年に立地協定を締結した有限会社谷口商店

答
　
電
気
柵
等
の
設
置

　
　
事
業
費
の
３
分
の
１

を
補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
の
交
付
金
に
よ
る
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
等
の
設

置
は
27
地
区
で
整
備
し
て

い
る
。
寄
せ
付
け
な
い
・

侵
入
を
防
止
す
る
対
策
を

推
進
し
な
が
ら
、
個
体
数

調
整(

捕
獲)

に
取
り
組
ん

で
い
く
。

答
　
被
害
は
気
候
等
の

　
　
変
動
で
変
化
が
あ
る
。

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る

被
害
が
約
８
割
で
あ
る
。

捕
獲
は
令
和
元
年
度
分

で
イ
ノ
シ
シ
が
１
２
１
９

頭
、
シ
カ
が
２
３
９
７
頭

で
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数

が
増
加
し
て
い
る
。
イ
ノ

シ
シ
・
シ
カ
に
つ
い
て
は

通
年
で
の
捕
獲
指
示
を
し

て
い
る
。
捕
獲
後
の
処
分

は
埋
設
処
理
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。

答
　
町
の
活
性
化
に
は

　
　
不
可
欠
と
思
い
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

成
果
と
し
て
12
年
間
で
新

規
５
社
、
町
内
企
業
の
移

さらなる有害鳥獣対策は

町長／通年捕獲に努める

鳥
獣
対
策

町
長
／
今
後
も
企
業
誘
致
に
努
め
る

企業誘致

企
業
誘
致
の
成
果
は
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議会と保育連合会の懇談会

議会での先進地研修（熊本県あさぎり町）

町
長
／
段
階
的
な
導
入

行政改革

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は

町
長
／
潜
在
保
育
士
の
確
保
に

　
　
　努
め
る

子育て支援

保
育
士
不
足
と
処
遇
改
善
は

問
　
さ
つ
ま
地
区
保
育

　
　
連
合
会
と
議
会
と
の

意
見
交
換
会
の
中
で
、
各

園
か
ら
保
育
士
不
足
と
過

酷
な
労
働
環
境
が
続
い
て

い
て
、
処
遇
改
善
を
求
め

ら
れ
て
い
た
が
、
町
は
、

保
育
現
場
の
状
況
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

問
　
第
４
次
町
行
政
改

　
　
革
推
進
計
画
で
は
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進

を
掲
げ
、
庁
舎
内
の
会
議

資
料
を
電
子
化
す
る
こ
と

で
、
紙
資
源
の
節
約
と
印

刷
コ
ス
ト
の
削
減
及
び
業

務
の
効
率
化
を
図
る
と
あ

る
。
今
後
の
推
進
は
ど
う

か
。

小
学
校
と
園
の
連
携
は

教
育
長
／
緊
密
な
連
携
を
指
導
す
る

問
　
園
長
か
ら
小
学
校

　
　
の
情
報
が
欲
し
い
が

な
か
な
か
伝
わ
っ
て
こ
な

い
と
の
事
で
あ
る
。
ま
た
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援

員
と
の
情
報
交
換
の
た
め
、

連
絡
会
も
必
要
と
の
こ
と

で
あ
る
。
年
間
を
通
じ
小

学
校
と
各
園
と
の
連
携
は

ど
う
か
。

答
　
来
年
度
に
か
け
て

　
　
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
の

一
斉
更
新
の
時
期
と
な
り
、

一
部
汎
用
性
の
高
い
ノ
ー

ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
予

定
で
あ
る
。
引
き
続
き
先

進
事
例
の
研
修
や
利
用
に

関
し
て
の
制
度
設
計
な
ど

を
研
究
し
、
来
年
度
以
降

の
利
用
を
目
指
し
、
段
階

的
な
導
入
を
考
え
る
。

答
　
入
学
前
の
連
絡
会

　
　
や
年
３
回
の
子
ど
も

の
発
達
支
援
連
絡
会
等
を

通
じ
て
、
定
期
的
な
情
報

交
換
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
情
報
交
換
の
機
会

を
増
や
す
な
ど
、
よ
り
一

層
、
幼
稚
園
、
保
育
所
及

び
児
童
ク
ラ
ブ
と
緊
密
に

連
携
を
図
る
よ
う
小
学
校

に
指
導
す
る
。

　
今
後
も
潜
在
保
育
士
の

登
録
に
繋
げ
た
い
。
ま
た
、

保
育
所
等
が
魅
力
あ
る
保

育
園
経
営
を
し
て
、
保
育

士
か
ら
選
ん
で
も
ら
え
る

努
力
も
必
要
で
あ
る
。

問
　
子
育
て
支
援
セ
ン

　
　
タ
ー
で
は
、
乳
幼
児

と
そ
の
母
親
を
対
象
と
し

て
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
活
動
を
す
る
場
の
施

設
が
一
定
せ
ず
不
便
で
あ

る
。
ま
た
、
乳
幼
児
が
安

全
に
遊
べ
る
遊
具
の
あ
る

公
園
が
少
な
い
と
の
意
見

が
あ
る
。
町
の
現
状
と
対

策
は
ど
う
か
。

答
　
こ
ど
も
館
は
、
本

　
　
町
に
必
要
な
施
設
と

考
え
る
。
現
在
、
公
共
施

設
の
総
合
管
理
計
画
の
個

別
計
画
を
策
定
中
で
、
今

後
の
方
向
性
を
検
討
し
て

い
る
。
児
童
遊
園
地
は
、

老
朽
化
に
よ
り
、
遊
具
の

撤
去
を
進
め
て
い
る
。
乳

幼
児
が
遊
べ
る
遊
具
が
あ

る
の
は
、
轟
児
童
遊
園
地

に
な
る
。

親
子
が
集
え
る
施
設
は

町
長
／
総
合
的
観
点
か
ら
検
討

答
　
保
育
士
不
足
に
つ

　
　
い
て
は
、
連
合
会
で

課
題
に
な
っ
て
い
る
。
町

も
保
育
士
人
材
バ
ン
ク
を

設
置
し
た
が
登
録
が
な
い
。
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　米丸　文武 議員

再造林の進捗状況は
町長／届出の４１.６％が計画

崩壊した林内作業道（永野地区）

再造林された山林（田原地区）

林地荒廃の現況は

町長／数件確認されている

森
林
管
理

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
大

型
機
械
の
導
入
が
進
み
、

林
地
荒
廃
が
見
ら
れ
る
が
、

現
況
を
把
握
さ
れ
て
い
る

か
。答

　
本
町
に
お
い
て
も

　
　
林
内
に
設
置
さ
れ
た

作
業
道
を
原
因
と
す
る
崩

壊
や
土
砂
流
出
等
が
数
件

確
認
さ
れ
て
い
る
。
林
内

に
設
け
ら
れ
た
作
業
道
は

特
定
の
者
が
施
業
の
た
め

に
利
用
す
る
も
の
で
あ
り
、

地
形
や
地
質
を
考
慮
し
た

ル
ー
ト
選
定
や
路
面
水
の

処
理
な
ど
森
林
所
有
者
や

施
業
者
の
責
任
に
お
い
て

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

問
　
循
環
型
森
林
の
管

　
　
理
が
大
切
で
あ
り
、

伐
採
後
の
再
造
林
を
推
進

さ
れ
て
い
る
が
、
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

伐
採
後
の
管
理
は

町
長
／
災
害
防
止
の
指
導
実
施

問
　
林
地
荒
廃
や
豪
雨

　
　
に
よ
り
土
砂
崩
れ
が

発
生
し
、
宅
地
、
耕
地
及

び
河
川
の
災
害
が
発
生
す

る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
伐
採
後

の
管
理
は
ど
う
指
導
さ
れ

て
い
る
か
。

と
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
よ
り
現
地
確
認
し
、

施
業
方
法
や
作
業
道
設
置

に
つ
い
て
も
土
砂
流
出
等

が
発
生
し
な
い
よ
う
指
導

し
て
い
る
。
今
後
も
地
理

的
条
件
に
即
し
た
作
業
道

線
形
や
水
の
集
中
を
防
ぐ

対
策
な
ど
措
置
を
講
ず
る

よ
う
強
く
指
導
し
地
域
住

民
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

な
森
林
整
備
と
再
造
林
が

必
要
で
あ
る
。
令
和
元
年

度
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の

伐
採
届
出
面
積
の
う
ち

41.

6
％
の
再
造
林
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
県
、

森
林
組
合
、
林
業
事
業
体

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し

て
再
造
林
を
推
進
す
る
。

問
　
平
成
31
年
４
月
に

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
が

施
行
さ
れ
、
自
治
体
へ
の

譲
与
が
開
始
さ
れ
た
が
、

具
体
的
な
活
用
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

る
た
め
の
人
材
育
成
、
担

い
手
の
確
保
、
木
材
利
用

の
促
進
や
普
及
啓
発
に
充

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
本
年
度
は

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
雇
用
や
森
林
経
営
管
理

法
に
基
づ
く
森
林
所
有
者

へ
の
経
営
管
理
に
関
す
る

意
向
調
査
に
充
て
て
い
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
は

町
長
／
管
理
法
に
基
づ
き
実
施

答
　
伐
採
届
が
あ
っ
た

　
　
場
合
は
、
伐
採
業
者

立
会
い
の
も
と
林
務
担
当

答
　
森
林
資
源
の
循
環

　
　
利
用
や
森
林
の
多
面

的
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ

せ
る
た
め
に
は
、
計
画
的

答
　
こ
れ
は
間
伐
や
作

　
　
業
道
な
ど
の
森
林
整

備
や
森
林
整
備
を
促
進
す

問
　
町
内
の
森
林
も
植

　
　
林
し
て
50
年
を
経
過

し
主
伐
期
を
迎
え
、
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
の
皆
伐
が
急
速

に
拡
大
し
て
お
り
、
伐
採

後
の
森
林
管
理
が
大
き
な
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議会と保育連合会の懇談会

議会での先進地研修（熊本県あさぎり町）

町
長
／
段
階
的
な
導
入

行政改革

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は

町
長
／
潜
在
保
育
士
の
確
保
に

　
　
　努
め
る

子育て支援

保
育
士
不
足
と
処
遇
改
善
は

問
　
さ
つ
ま
地
区
保
育

　
　
連
合
会
と
議
会
と
の

意
見
交
換
会
の
中
で
、
各

園
か
ら
保
育
士
不
足
と
過

酷
な
労
働
環
境
が
続
い
て

い
て
、
処
遇
改
善
を
求
め

ら
れ
て
い
た
が
、
町
は
、

保
育
現
場
の
状
況
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

問
　
第
４
次
町
行
政
改

　
　
革
推
進
計
画
で
は
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
推
進

を
掲
げ
、
庁
舎
内
の
会
議

資
料
を
電
子
化
す
る
こ
と

で
、
紙
資
源
の
節
約
と
印

刷
コ
ス
ト
の
削
減
及
び
業

務
の
効
率
化
を
図
る
と
あ

る
。
今
後
の
推
進
は
ど
う

か
。

小
学
校
と
園
の
連
携
は

教
育
長
／
緊
密
な
連
携
を
指
導
す
る

問
　
園
長
か
ら
小
学
校

　
　
の
情
報
が
欲
し
い
が

な
か
な
か
伝
わ
っ
て
こ
な

い
と
の
事
で
あ
る
。
ま
た
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援

員
と
の
情
報
交
換
の
た
め
、

連
絡
会
も
必
要
と
の
こ
と

で
あ
る
。
年
間
を
通
じ
小

学
校
と
各
園
と
の
連
携
は

ど
う
か
。

答
　
来
年
度
に
か
け
て

　
　
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
の

一
斉
更
新
の
時
期
と
な
り
、

一
部
汎
用
性
の
高
い
ノ
ー

ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
予

定
で
あ
る
。
引
き
続
き
先

進
事
例
の
研
修
や
利
用
に

関
し
て
の
制
度
設
計
な
ど

を
研
究
し
、
来
年
度
以
降

の
利
用
を
目
指
し
、
段
階

的
な
導
入
を
考
え
る
。

答
　
入
学
前
の
連
絡
会

　
　
や
年
３
回
の
子
ど
も

の
発
達
支
援
連
絡
会
等
を

通
じ
て
、
定
期
的
な
情
報

交
換
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
情
報
交
換
の
機
会

を
増
や
す
な
ど
、
よ
り
一

層
、
幼
稚
園
、
保
育
所
及

び
児
童
ク
ラ
ブ
と
緊
密
に

連
携
を
図
る
よ
う
小
学
校

に
指
導
す
る
。

　
今
後
も
潜
在
保
育
士
の

登
録
に
繋
げ
た
い
。
ま
た
、

保
育
所
等
が
魅
力
あ
る
保

育
園
経
営
を
し
て
、
保
育

士
か
ら
選
ん
で
も
ら
え
る

努
力
も
必
要
で
あ
る
。

問
　
子
育
て
支
援
セ
ン

　
　
タ
ー
で
は
、
乳
幼
児

と
そ
の
母
親
を
対
象
と
し

て
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
活
動
を
す
る
場
の
施

設
が
一
定
せ
ず
不
便
で
あ

る
。
ま
た
、
乳
幼
児
が
安

全
に
遊
べ
る
遊
具
の
あ
る

公
園
が
少
な
い
と
の
意
見

が
あ
る
。
町
の
現
状
と
対

策
は
ど
う
か
。

答
　
こ
ど
も
館
は
、
本

　
　
町
に
必
要
な
施
設
と

考
え
る
。
現
在
、
公
共
施

設
の
総
合
管
理
計
画
の
個

別
計
画
を
策
定
中
で
、
今

後
の
方
向
性
を
検
討
し
て

い
る
。
児
童
遊
園
地
は
、

老
朽
化
に
よ
り
、
遊
具
の

撤
去
を
進
め
て
い
る
。
乳

幼
児
が
遊
べ
る
遊
具
が
あ

る
の
は
、
轟
児
童
遊
園
地

に
な
る
。

親
子
が
集
え
る
施
設
は

町
長
／
総
合
的
観
点
か
ら
検
討

答
　
保
育
士
不
足
に
つ

　
　
い
て
は
、
連
合
会
で

課
題
に
な
っ
て
い
る
。
町

も
保
育
士
人
材
バ
ン
ク
を

設
置
し
た
が
登
録
が
な
い
。
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○日程等は、防災行政無線放送や町ホームペ
ージで事前にお知らせいたします。

○鶴田支所、薩摩支所のロビーに設置してあ
るテレビやインターネット（YouTube）で、
本会議の中継を視聴することができます。　

コ
コ
を
ク
リ
ッ
ク

ＱＲコードを読み取る
とライブ中継画面のペ
ージが表示されます。

議会情報を満載
《さつま町ホームページ》
http://www.satsuma-net.jp

トップページの下の画面から
議会情報をご覧になれます。

議会傍聴へお越しください
令和３年第１回(３月)定例会は
３月１日開会予定です。

さつまの郷出前講座のお知らせ
　さつまの郷出前講座は、生涯学習推進運動の一環として、区公民館・公民会・自主学習
グループ・学校等が主催する集会などに、議会事務局職員が講師となって出向き、町議会
のしくみや議員活動等について学習し、理解を深めていただこうとするものです。
【申し込み方法】
　議会事務局に日程を確認の上、実施予定日の20日前までに社会教育課へお申込みください。
【開催場所・時間】
　場所は町内とし、会場の手配や準備などは講座申込者で行ってください。
　時間は午前９時から午後９時までの間で約１時間程度
【講師料】
　講師料は無料です。
　詳細につきましては、社会教育課又は議会事務局まで御連絡ください。
　（電話53－1111　社会教育課 内線2531・2532、議会事務局 内線2311）

選挙公営制度(選挙運動費用の公費負担)の対象が拡大されました
◆町議会議員選挙の立候補に供託金１５万円が必要となりました。
◆選挙運動用自動車を使用した費用、選挙運動用ビラや選挙運動用ポスターの作成費用の一
部が国や町の負担となりました。
 

さつま町長選挙及びさつま町議会議員選挙の日程
選挙期日 ４月18日（日）　　告示日 ４月13日（火）

立候補予定者説明会
【日時】　２月25日（木）　午後１時30分から
【場所】　宮之城ひまわり館　いきいき学習室

　詳細につきましては、選挙管理委員会までお問い合わせください。
　（電話53－1111　内線2212）

　

約１３８０食を作る宮之城給食センター

令和元年度の決算を認定令和元年度の決算を認定
さつま町歳入歳出決算（一般会計、国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療特別会計、
　　　　　　　　　　　介護保険事業特別会計、農業集落排水事業特別会計）
さつま町上水道事業会計決算

適正に計画的かつ効率的に執行されたか！ 町民にとっての事業・行政効果は！

地域を守る消防団（危険予知訓練研修の様子）

【
決
算
特
別
委
員
】

　
新
改(

幸)

、
舟
倉
、
上
久
保
、

　
三
浦
、
宮
之
脇
、
新
改(

秀)

、

　
米
丸
、
朝
倉

薩
摩
中
央
高
等
学
校
の

振
興
対
策
は
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
県
外
の
先
進
地
研
修

で
学
ん
だ
こ
と
を
基
に
、

高
校
生
の
声
を
聞
き
な
が

ら
根
本
的
に
見
直
し
を
図

り
、
魅
力
的
な
高
校
に
な

る
よ
う
作
業
を
進
め
る
。

◆
要
請
◆

　
町
内
唯
一
の
高
校
存
続

の
た
め
に
も
、
研
修
地
の

成
功
例
を
参
考
に
努
力
す

る
よ
う
要
請
す
る
。

　
第
３
回
定
例
会
の
最
終

日（
９
月
25
日
）に
審
査
が

付
託
さ
れ
た
決
算
特
別
委

員
会
は
、
８
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
、
委
員
長
に
新

改
幸
一
議
員
、
副
委
員
長

に
舟
倉
武
則
議
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
は
９
月
29
日
か
ら

10
月
２
日
ま
で
の
日
程
で
、

さ
つ
ま
町
歳
入
歳
出
決
算

及
び
上
水
道
事
業
会
計
決

算
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査

を
行
い
、
12
月
７
日
の
本

会
議
に
お
い
て
決
算
特
別

委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
、

い
ず
れ
も
認
定
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
内
容
を
一
部
掲

載
し
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

老
朽
化
が
進
み
維
持
費

も
増
加
し
て
い
る
が
、

今
後
の
方
向
性
は
。

答
　
高
齢
者
が
く
つ
ろ
げ

る
場
は
必
要
と
考
え
て
お

り
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
話

合
い
は
進
め
て
い
る
。
今

後
は
全
庁
的
に
全
施
設
の

方
向
性
を
検
討
す
る
。

消
防
団
員
の
欠
員
補
充

対
策
は
。

答
　
令
和
２
年
９
月
現
在

で
定
員
に
対
し
48
名
欠
員

で
、
処
遇
の
改
善
及
び
活

動
内
容
の
検
討
を
行
い
な

が
ら
団
員
確
保
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
令
和
４
年

度
予
定
の
定
数
改
正
及
び

分
団
再
編
に
つ
い
て
、
慎

重
に
協
議
を
進
め
て
い
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

民
間
へ
の
委
託
時
期
は
。

答
　
令
和
４
年
度
を
目
標

と
し
て
い
る
が
、
三
役
調

整
会
議
も
終
わ
っ
て
い
な

い
た
め
明
確
な
時
期
を
示

す
こ
と
が
で
き
な
い
。

今
後
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

業
務
の
対
策
は
。

答
　
捕
獲
業
務
に
携
わ
る

狩
猟
登
録
者
が
減
少
し
て

い
る
。
銃
猟
で
は
、
法
の

規
制
が
厳
し
い
た
め
取
得

者
は
非
常
に
少
な
い
が
、

わ
な
猟
は
若
干
増
加
し
て

お
り
、
今
後
は
講
習
会
を

開
催
し
た
り
免
許
取
得
の

補
助
も
行
い
、
登
録
者
を

確
保
し
て
い
く
。

水
道
使
用
料
金
は
県
内

で
は
平
均
的
か
。

答
　
県
内
で
は
県
本
土
は

安
く
離
島
で
は
高
い
傾
向

に
あ
る
。
本
町
は
県
本
土

で
比
較
す
る
と
高
い
料
金

で
あ
る
。
今
後
は
料
金
収

入
の
増
加
も
あ
ま
り
見
込

め
な
い
た
め
、
早
め
に
次

期
料
金
改
定
を
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

債
権
管
理
条
例
と
執
行

停
止
の
要
綱
の
制
定
は
。

町
長
　
条
例
は
担
当
職
員

に
よ
る
検
討
を
重
ね
て
お

り
、
早
急
に
制
定
す
る
よ

う
要
望
も
あ
る
。
要
綱
は

執
行
停
止
要
件
な
ど
具
体

例
が
判
る
よ
う
に
明
示
し
、

ど
ち
ら
も
年
度
内
の
制
定

に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。

実
務
的
な
研
修
を
計
画

的
に
実
施
す
る
考
え
は
。

町
長
　
単
純
ミ
ス
が
多
い

状
況
で
実
務
的
な
研
修
を

徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
職
員
が
自
覚
を
持
つ

こ
と
も
徹
底
す
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。

◆
要
請
◆

　
ミ
ス
が
あ
る
こ
と
で
、

最
終
的
に
は
町
民
に
迷
惑

が
か
か
る
こ
と
を
念
頭
に

お
き
、
職
員
の
資
質
向
上

を
図
る
よ
う
要
請
す
る
。
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○日程等は、防災行政無線放送や町ホームペ
ージで事前にお知らせいたします。

○鶴田支所、薩摩支所のロビーに設置してあ
るテレビやインターネット（YouTube）で、
本会議の中継を視聴することができます。　

コ
コ
を
ク
リ
ッ
ク

ＱＲコードを読み取る
とライブ中継画面のペ
ージが表示されます。

議会情報を満載
《さつま町ホームページ》
http://www.satsuma-net.jp

トップページの下の画面から
議会情報をご覧になれます。

議会傍聴へお越しください
令和３年第１回(３月)定例会は
３月１日開会予定です。

さつまの郷出前講座のお知らせ
　さつまの郷出前講座は、生涯学習推進運動の一環として、区公民館・公民会・自主学習
グループ・学校等が主催する集会などに、議会事務局職員が講師となって出向き、町議会
のしくみや議員活動等について学習し、理解を深めていただこうとするものです。
【申し込み方法】
　議会事務局に日程を確認の上、実施予定日の20日前までに社会教育課へお申込みください。
【開催場所・時間】
　場所は町内とし、会場の手配や準備などは講座申込者で行ってください。
　時間は午前９時から午後９時までの間で約１時間程度
【講師料】
　講師料は無料です。
　詳細につきましては、社会教育課又は議会事務局まで御連絡ください。
　（電話53－1111　社会教育課 内線2531・2532、議会事務局 内線2311）

選挙公営制度(選挙運動費用の公費負担)の対象が拡大されました
◆町議会議員選挙の立候補に供託金１５万円が必要となりました。
◆選挙運動用自動車を使用した費用、選挙運動用ビラや選挙運動用ポスターの作成費用の一
部が国や町の負担となりました。

 
さつま町長選挙及びさつま町議会議員選挙の日程
選挙期日 ４月18日（日）　　告示日 ４月13日（火）

立候補予定者説明会
【日時】　２月25日（木）　午後１時30分から
【場所】　宮之城ひまわり館　いきいき学習室

　詳細につきましては、選挙管理委員会までお問い合わせください。
　（電話53－1111　内線2212）

　

約１３８０食を作る宮之城給食センター

令和元年度の決算を認定令和元年度の決算を認定
さつま町歳入歳出決算（一般会計、国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療特別会計、
　　　　　　　　　　　介護保険事業特別会計、農業集落排水事業特別会計）
さつま町上水道事業会計決算

適正に計画的かつ効率的に執行されたか！ 町民にとっての事業・行政効果は！

地域を守る消防団（危険予知訓練研修の様子）

【
決
算
特
別
委
員
】

　
新
改(

幸)

、
舟
倉
、
上
久
保
、

　
三
浦
、
宮
之
脇
、
新
改(

秀)

、

　
米
丸
、
朝
倉

薩
摩
中
央
高
等
学
校
の

振
興
対
策
は
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
　
県
外
の
先
進
地
研
修

で
学
ん
だ
こ
と
を
基
に
、

高
校
生
の
声
を
聞
き
な
が

ら
根
本
的
に
見
直
し
を
図

り
、
魅
力
的
な
高
校
に
な

る
よ
う
作
業
を
進
め
る
。

◆
要
請
◆

　
町
内
唯
一
の
高
校
存
続

の
た
め
に
も
、
研
修
地
の

成
功
例
を
参
考
に
努
力
す

る
よ
う
要
請
す
る
。

　
第
３
回
定
例
会
の
最
終

日（
９
月
25
日
）に
審
査
が

付
託
さ
れ
た
決
算
特
別
委

員
会
は
、
８
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
、
委
員
長
に
新

改
幸
一
議
員
、
副
委
員
長

に
舟
倉
武
則
議
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
は
９
月
29
日
か
ら

10
月
２
日
ま
で
の
日
程
で
、

さ
つ
ま
町
歳
入
歳
出
決
算

及
び
上
水
道
事
業
会
計
決

算
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査

を
行
い
、
12
月
７
日
の
本

会
議
に
お
い
て
決
算
特
別

委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
、

い
ず
れ
も
認
定
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
内
容
を
一
部
掲

載
し
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

老
朽
化
が
進
み
維
持
費

も
増
加
し
て
い
る
が
、

今
後
の
方
向
性
は
。

答
　
高
齢
者
が
く
つ
ろ
げ

る
場
は
必
要
と
考
え
て
お

り
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
話

合
い
は
進
め
て
い
る
。
今

後
は
全
庁
的
に
全
施
設
の

方
向
性
を
検
討
す
る
。

消
防
団
員
の
欠
員
補
充

対
策
は
。

答
　
令
和
２
年
９
月
現
在

で
定
員
に
対
し
48
名
欠
員

で
、
処
遇
の
改
善
及
び
活

動
内
容
の
検
討
を
行
い
な

が
ら
団
員
確
保
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
令
和
４
年

度
予
定
の
定
数
改
正
及
び

分
団
再
編
に
つ
い
て
、
慎

重
に
協
議
を
進
め
て
い
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

民
間
へ
の
委
託
時
期
は
。

答
　
令
和
４
年
度
を
目
標

と
し
て
い
る
が
、
三
役
調

整
会
議
も
終
わ
っ
て
い
な

い
た
め
明
確
な
時
期
を
示

す
こ
と
が
で
き
な
い
。

今
後
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

業
務
の
対
策
は
。

答
　
捕
獲
業
務
に
携
わ
る

狩
猟
登
録
者
が
減
少
し
て

い
る
。
銃
猟
で
は
、
法
の

規
制
が
厳
し
い
た
め
取
得

者
は
非
常
に
少
な
い
が
、

わ
な
猟
は
若
干
増
加
し
て

お
り
、
今
後
は
講
習
会
を

開
催
し
た
り
免
許
取
得
の

補
助
も
行
い
、
登
録
者
を

確
保
し
て
い
く
。

水
道
使
用
料
金
は
県
内

で
は
平
均
的
か
。

答
　
県
内
で
は
県
本
土
は

安
く
離
島
で
は
高
い
傾
向

に
あ
る
。
本
町
は
県
本
土

で
比
較
す
る
と
高
い
料
金

で
あ
る
。
今
後
は
料
金
収

入
の
増
加
も
あ
ま
り
見
込

め
な
い
た
め
、
早
め
に
次

期
料
金
改
定
を
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

債
権
管
理
条
例
と
執
行

停
止
の
要
綱
の
制
定
は
。

町
長
　
条
例
は
担
当
職
員

に
よ
る
検
討
を
重
ね
て
お

り
、
早
急
に
制
定
す
る
よ

う
要
望
も
あ
る
。
要
綱
は

執
行
停
止
要
件
な
ど
具
体

例
が
判
る
よ
う
に
明
示
し
、

ど
ち
ら
も
年
度
内
の
制
定

に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。

実
務
的
な
研
修
を
計
画

的
に
実
施
す
る
考
え
は
。

町
長
　
単
純
ミ
ス
が
多
い

状
況
で
実
務
的
な
研
修
を

徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
職
員
が
自
覚
を
持
つ

こ
と
も
徹
底
す
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。

◆
要
請
◆

　
ミ
ス
が
あ
る
こ
と
で
、

最
終
的
に
は
町
民
に
迷
惑

が
か
か
る
こ
と
を
念
頭
に

お
き
、
職
員
の
資
質
向
上

を
図
る
よ
う
要
請
す
る
。
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編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委 

員 

長
　
上
　
囿
　
一
　
行

　
副
委
員
長
　
三
　
浦
　
広
　
幸
　

　
委
　
　
員
　
米
　
丸
　
文
　
武

　
委
　
　
員
　
朝
　
倉
　
満
　
男
　

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
昨
年
当
初
か
ら
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
で
新
年
を
迎

え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
残
念
な
が
ら

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
の
正
月
が
で
き

な
い
方
々
も
多
か
っ
た
の
で
は
と
察

し
ま
す
。
ま
た
、
記
念
す
べ
き
成
人

式
な
ど
諸
行
事
が
縮
小
或
い
は
中
止

と
な
り
大
変
気
の
毒
に
思
い
ま
す
。

有
効
な
医
薬
品
が
早
く
開
発
さ
れ
一

日
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
本
年
四
月
に
は
、
町
長
選
挙
と
議

会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
人
口

減
少
が
進
み
町
の
活
力
が
失
わ
れ
な

い
た
め
に
、
若
く
活
発
な
人
材
や
女

性
な
ど
多
く
の
立
候
補
者
が
あ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。
住
民
の
代
表
と

し
て
元
気
な
さ
つ
ま
町
を
築
く
た
め

頑
張
る
人
材
の
立
候
補
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　 （
米
丸
）

　白石誠県議との懇談会が常任委員会ごと　
に行われました。（11月16日、17日）

議
長
の
動
静 ( 

令
和
２
年
11
月
〜
３
年
１
月 )

※
主
な
会
議
・
行
事

◆
11
月
◆

11
日（
水
）有
限
会
社
谷
口
商
店
立
地
協
定
調
印
式

14
日（
土
）求
名
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式
典

20
日（
金
）さ
つ
ま
地
区
保
育
連
合
会
と
の
懇
談
会

◆
12
月
◆

２
日（
水
）県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会【鹿

児
島
市
】

14
日（
月
）町
単
独
議
員
研
修
会

17
日（
木
）新
鶴
田
小
学
校
起
工
式

27
日（
日
）姶
良
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典  【
姶
良
市
】

◆
１
月
◆

８
日（
金
）新
年
あ
い
さ
つ
回
り（
町
内
ほ
か
）

22
日（
金
）町
単
独
議
員
研
修
会
　
　

23
日（
土
）県
下
一
周
・
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
　

川
薩
地
区
男
女
合
同
結
団
式
　  【
薩
摩
川
内
市
】

　さつま地区保育連合会と保育の現状につ　
いて意見交換を行いました。（11月20日）

　町単独研修を観音滝リゾートで行い、㈱やさ
しいまちと意見交換を行いました。(12月14日)

発行／さつま町議会　　　発行責任者／さつま町議会議長　平八重　光輝
〒895-1803さつま町宮之城屋地1565番地2　電話 0996-53-1111　FAX 0996-52-0704

　高病原性鳥インフルエンザ発生による　　
消毒作業に協力。

　風力発電計画事業者から、風力発電計画の
概要について説明を受けました。(１月22日)

《表紙紹介》
　鶴田小学校５年生の書初
めの様子。３学期の始業式
の日に新たな気持ちで集中
して取り組んでいました。
　64号から、「さつま」「議
会だより」の文字は、㈱昭
和書体様より寄贈していた
だいた書体を用いて、闘龍
書体で記載しています。　
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